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研究成果の概要（和文）： 
研究実施期間中に，研究調査対象とした中国海南省沿岸部の漢族地域において，村落の人口変

動，土地利用変動，村落住民の生活現状を調査し，以下のことを明らかにした．政府主導の農

村開発はある程度村落住民の生活改善をもたらしたものの，土地の喪失，生活の持続性の低下，

青年人口の移出による村落人口再生産機能の低下などの問題ももたらしている．どのように緩

和策を策定し持続可能な開発を構築していくのは今後政府の重要な課題となる．また，本研究

において小型 GPS 及び加速度計を用いた人間活動調査法及び小型 GPS を用いた簡易土地調査法

を開発した．これらの方法は，今後の人類学，環境学，健康科学及び地域研究に応用できる． 

 

研究成果の概要（英文）： 
In the present study, we investigated the following issues in target villages in coastal 

area of Hainan Island. Those are: population change, land use change and current situation 

of inhabitants’ life. Our results indicated that, in some degree, the rural development 

led by government improved inhabitants’ welfare, also led to some demerits to target 

villages, such as loss of land, deterioration of human security, decline of population 

reproduction etc. We suggested that it is necessary for government to provide some plans 

to alleviate these demerits. In the present study, we also developed human activity survey 

method with portable GPS and quick land use survey method with portable GPS and 

Accelerometer. These methods could be used in anthropology, environment science, health 

science and area studies. 
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１．研究開始当初の背景 
中国の急ピッチな経済発展にともなって，

国家がさまざまな側面から農村社会の開

発・環境保護を介入してきた．農村社会に

おける持続可能な開発及び環境保護の実現

に向けて，こうした政策は村落社会に影響

するプロセスの解明は重要な課題である．

一般的に，地域住民がつよい国家政策の存

在を一方的に受け入れないといけないと思

われがちであった．ところが，中国の少数

民族社会において行ってきた調査研究は，

人民公社時代に同様な生業を営んできた

村々が，農村改革の 30 年間の間に，独自

に国家の開発及び環境保護政策を解釈し，

異なる対応で生活の近代化を目指そうとし

てきたことを示していた．しかし，こうし

た政策対応の多様性に関する調査研究は，

政府の影響がもっとつよく，中国人口の大

部分を占めている漢族農村社会には，ほと

んど行われてこなかった．本研究は，中国

海南省の沿岸地域に位置する漢族村落を対

象とし，ミクロの視点から，国家開発政策

に対応する村落住民の生活変容を着目し，

調査研究を行う． 
研究対象地の中国海南省は，地縁的に東

南アジアに近く，歴史上数多く華僑を東南

アジア諸国に送りだしたほか，近年中国の

経済発展によって東南アジアに人員及び物

資の交流は盛んにおこなわれるようになっ

てきている．中国における政府主導の農村

開発及び環境保護はこうした人と物の移動

を媒介にし，東南アジアの諸国とくに隣接

する東南アジア大陸部の国々の環境・開発

に影響を与えている．こういう意味で，本

研究の対象地とした海南省は外延的に意義

が大きく，期待されている研究結果は中国

農村部の開発問題・環境問題に対する理解

を深めると同時に，東南アジア諸国に起き

ている開発問題・環境問題の解決／緩和に

も貢献できる． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，中国の海南島の沿岸部

に位置する三つの村落を研究調査の対象と

し，それぞれが(1)パラゴム・コショウなど

の熱帯換金作物をはじめとする熱帯換金作

物栽培を促進する，(2)積極的に華僑の投資

を導入すると，(3)都市近郊部の位置を活か

す野菜栽培促進する農村開発政策に対する

村落住民の対応を明らかにすることである．

最終的に，農村社会の環境保全と住民生活

向上が両立できる開発モデルを構築するこ

とを目指す． 
 
３．研究の方法 
本研究は横断的と縦断的の両方向からデ

ータ収集及び分析を行う．縦断的には，対

象村落において(1)実施された開発政策の

変遷，それぞれの政策時期に対応する(2)
対象村落の土地利用及び(3)世帯人口の復

元に関する調査を行う．横断的には，主に

村落住民の生活現状に関するデータの収集

を行う．それは，(4)身体計測による村落住

民の栄養状態の評価，(5)生活時間調査によ

る村落住民の生業パターンの評価，(6)小型

GPS 及び加速度計を用いた住民活動の空

間分布調査及び労働負荷の評価，(7)生活満

足度中心とした質問票を用いる住民意識調

査，(8)直接秤量による村落住民の栄養摂取充

足度の評価，である．分析には，村落の生業

の変容，自然環境変化及びこれらの変化が村

落住民の生活に与えた影響を明らかにする

と同時に，これらの変化をもたらした要因を

探り出す．これらの分析に基づいて，環境保

全及び地域住民の生活向上を両立できる発



展モデルの構築を目指す．以下はそれぞれの

データの収集方法について説明しておく． 

(1)開発政策の変遷：村落の年長者及び村落

の幹部を務めた経験を持っている関係者を

対象にインタビュー方式で実施する．質問の

内容は各時期に実行された政策，村落住民が

政策に対する対応を聞き，対象村落生態史の

復元を目指す． 

(2)土地利用の復元：上記(1)まとめた政策時

期の区分に基づき，それぞれ政策時期に対応

する世帯ごとの土地利用変化をデータベー

ス化にする．詳細は，高解像度衛星画像を基

づき，対象村落の土地利用図を作成し，それ

ぞれの土地利用区分について土地の使用者

にインタビューし，過去の土地利用情報を収

集する． 

(3)世帯人口の復元：世帯単位で，世帯メン

バーの移出，移入，出生，死亡の情報を収集

する．中国の少数民族地域とことなり，漢族

地域村落に「家譜」（家系図を記録する文書）

が存在しているケースが多い．そのため，人

口復元調査する際に，入手した「家譜」を用

いて，人口データの妥当性を検証する． 

(4)身体計測：対象村落の在村人口全員を対

象とし，身長，体重，中上腕周囲，皮脂厚な

どを測定する．これらのデータにもとづき，

村落人口の栄養状態を評価する． 

(5)生活時間調査：各対象村落から 10 世帯程

度を選んで，同意を得たうえで，昼間の 6時

から 18 時までに 1 時間ごとに巡回方式で対

象者の活動を観察し，その内容を記録する． 

(6)小型 GPS 及び加速度計を用いた活動空間

分布調査及び労働負荷の評価：まずは，上記

の(5)と同じ対象に小型 GPS（Holux M241）と

加速度計（Lifecorder EX, Suzuken Ltd.）

をつけ，時間軸でそれぞれの対象者の活動位

置情報及び活動強度を記録する．次は，上記

両装置から記録データをダウンロードし，筆

者が作成した専用プログラムでこの 2種類の

データを統合し，活動位置情報及び強度を含

めた活動データベースを構築する．最後に，

活動データベースの情報は上記(1)及び(5)

に収集したデータと統合し，対象者の活動空

間情報・強度・内容を包括した活動データベ

ースを確立し，対象村落住民活動及びその空

間分布を総合的に分析する． 

(7)生活満足度中心とした質問票調査：対象

村落の状況にもとづき，労働・消費活動にめ

ぐって，各時代の住民の満足度を聞く． 

(8)栄養摂取充足度の評価：食事の直接秤量

を中心として行う．上記(５)と同じ世帯を対

象に，連続１週間で，世帯メンバーが摂取し

たすべての食物を秤量する．これは生活現状

を評価するのにもっとも重要な指標の１つ

であると考えている．対象地域において，生

業転換にともない，住民の生活様式も近代化

に変わりつつある．生業転換の対応によって，

栄養摂取は不足におちいることもあれば，過

度摂取になる可能性もある．こうした栄養摂

取のアンバランスは直接的に村落住民の健

康を影響するほか，間接的に住民の生業の営

み及びウェルフェーアに影響を及ぼしかね

ない． 

 
４．研究成果 

(１)開発と土地 

 海南省沿岸の漢族居住地域では，土地問題

が顕在化されつつある．中国にもっとも発展

が遅れている地域として，海南省設立の 1988

年以降，中国の唯一の亜熱帯地域のため，政

府主導の熱帯農業開発あるいは政府が関与

した観光開発は同地域で盛んに行われてき

た．熱帯農業開発にしても，観光開発にして

ももっとも焦点になるのは，開発基盤となる

土地である． 

 対象村落において，土地利用変動は以下の

ような動きが観察された．第一は，土地の大



規模農業生産業者への貸し出し．こうした動

きは村落の青年労働者の出稼ぎによる労働

力の不足および野菜生産の高リスクと関連

する．第二は，観光開発業者への土地大量「売

却」．海岸に隣接する村落では，地元政府関

与の元で大量の土地は外部の観光開発業者

に売却された．特に海南島（海南省の主な陸

地）「国際観光島」に指定された後，こうし

た動きはさらに加速している．第三は，右往

左往する換金作物開発．特に熱帯換金作物を

中心として開発を展開している村にこうし

た現象は観察されている．村人は換金作物の

変動に影響され，頻繁に換金作物の種類を変

えてきた．換金作物の開発 30 年以上にたっ

ても，換金作物の種類は未だに定まっていな

い． 

（２）村落人口変動と開発 

開発にともなって，対象三村落における人

口の移出は盛んにおこっていた．人口の移出

のパターンは以下のように纏められる．第一，

青年未婚男女の出稼ぎ．ほかの中国農村地域

と似ているように，1980 年代半ば以降，ほと

んどの青年男女は都市に出稼ぎに行く．特に

沿岸部漢族地域村落が都市にアクセスしや

すいため，対象村落ではほとんどの青年男女

村にいなくなっている．第二，家族全体都市

への移出．土地を「売却」（徴収）された世

帯および出稼ぎしている子女に頼っていく

世帯はよりおおく観察されている．第三，海

外への移出．東南アジアおよび香港にいる華

僑のつながりで，海外に嫁ぐケースおよび出

稼ぎにいくケースはたくさん観察されてい

る． 

 こうした人口の移出，特に結婚適齢期男女

の移出は村落の人口再生産に及ぼしかねな

い．村落人口再生産能力の「低下」は，村落

社会における農業生産の維持および新しい

換金作物の開発に大きな支障となる．実際，

対象村落の地域では，中国大陸部からすでに

大量の出稼ぎ労働者が押し寄せ，地域の農業

労働力に補っている．こうした外来人口の流

入は地元政府の登録にないものの，地域社会

に大きな影響を与えるに違いがない． 

（３）開発と村落住民の福祉の保障 

村人の福祉に関して，三の対象村落におけ

る調査はいずれもポジティブの回答を得る

ことができた．つまり，1980 年代以降，政府

主導の開発は生活の改善および労働の軽減

をもたらした事である．しかし，改善の動き

は果たして持続的に続けられるかは依然と

して明確ではない． 

対象三村落の調査では，以下のことが明ら

かにしている．第一には，世帯請負制以降は，

食料の充足度，家財道具，住居など生活のあ

らゆる面は改善された．第二には，農薬など

近代農業用化学製品及び農業機械の使用は，

労働時間の短縮，労働強度低減をもたらして

いる．第三には，土地の「売却」にもたらさ

れた一時現金収入は，村落住民の生活近代化

にも大きく貢献している． 

一方では，村落住民の福祉の保障にマイナ

スな影響を与えられる潜在的要因もある．第

一，生活改善と健康転換の問題である．生活

改善は村人の栄養摂取ないし栄養状態の改

善をもたらしたものの，労働負荷の軽減にも

貢献している．このような結果は村落住民の

栄養収支バランスを崩し，最終的に糖尿病な

どの生活習慣病にもたらしかねない．実際，

共同研究機関の海南省疾病対策センターの

報告によると，同省農村地域において生活習

慣病の罹患率は上昇傾向にある．第二は，土

地売却と関連する社会問題である．土地売却

問題をかいつまんで言えば，土地売却した村

落住民は一時に高額な現金（100 万円～1000

万円で，地元農家数年の収入に相当する金額）

を得たものの，生存基盤となる土地を失い，



売却後の生活を維持できなくなるおそれが

ある．実際には，土地売却世帯のほとんどは

土地売却代金を各種の消費活動に回したケ

ースが多く存在している．ひいては，土地売

却金は賭博など違法活動につぎ込んだケー

スもまれではない．これらの動きは，村落社

会に不安定要素をもたらしたことだけでな

く，土地売却代金が本来はたすべき任務，す

なわち村人の生活再建にも損なっている． 

（４）GPS 及び加速度計を用いた人間活動調

査方法確立 

研究課題の解決に向けて，筆者は GPS 及び

加速度計の活動の確立に向けて調査方法及

びデータ処理用のコンピュータシステムを

確立した．具体的には，①小型 GPS による活

動調査の妥当性及び GPSの信頼性を検証する

方法を確立し，フィールドで検証実験を実施

したうえ，汎用性のある検証用ソフトを作成

した．②GPS 及び加速度計を用いる人間活動

調査のフィールド管理ソフトを開発した．こ

のソフトによって，大量な対象者（ｎ>100）

を対象とした活動調査にも対応できるよう

になった．③GPS 及び加速度計データ統合ソ

フトを改善し，多種類市販 GPS に対応できる

ようにしたうえ，空間データの解析機能を追

加した． 

（５）小型 GPS を用いる土地利用調査法の確

立 

調査対象地の自然環境を定量的に把握す

るために，多くの地域研究者あるいは人類学

者にとって，土地調査を行う必要がある．し

かし，従来の方法は高精度の GPS が必要とさ

れるほか，調査者による実地踏査をしないと

いけないため，長い調査時間も費やさないと

いけない．研究代表者は市販の GPS の精度を

検証したうえ，村落の土地所有者に GPS を配

付し，それぞれの対象者が各自所有する土地

のトレースを依頼した．その後，筆者がソフ

トを開発し，時間軸で，それぞれの所有者の

土地空間情報を抽出し，村落の土地データベ

ースの構築お試みた．その結果，こうした調

査方法はより簡単かつ短時間に対象村落の

土地利用情報を収集できた．このような調査

法は今後の地域研究，環境調査に応用するこ

とできると期待している． 
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